


短ボルト

取付金具

長ボルト

No.6000デスクユニット①

 組立説明書（№6000デスクユニット）

注意  ・天板２枚をＬ型に組み立てる場合は、別売のジョイントパーツが必要です。

　　　・時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

１ 天板を布団等の柔らかい物を

　 敷いた床に、ナットが埋め込

   んである面を上にして置いて

   下さい。

２ 左図の様に、脚の金具を天板

   のナットに合わせて連結用ボ

   ルトとワッシャーを使用して

   六角レンチにて締めて組み立

   てて下さい。

３ デスクを起こして完成です。

天板
ナット

六角レンチ

連結用ボルト

ワッシャー

脚の金具

天板
ナット

六角レンチ

連結用ボルト

ワッシャー

脚の金具

天板
ナット

六角レンチ

連結用ボルト

ワッシャー

脚の金具

天板
ナット

六角レンチ

連結用ボルト

ワッシャー

脚の金具

１ 脚取付方法 ２ 脚内側取付方法 ※但し天板サイズ（１２０）以上の天板のみ取付可能です。

１ 天板を布団等の柔らかい物を

　 敷いた床に、ナットが埋め込

   んである面を上にして置いて

   下さい。

２ 左図の様に、脚の金具を天板

   のナットに合わせて連結用ボ

   ルトとワッシャーを使用して

   六角レンチにて締めて組み立

   てて下さい。

３ デスクを起こして完成です。

天板

ナット

六角レンチ

連結用ボルト

ワッシャー

脚の金具

完成図 完成図

組立説明書

天板 脚

コンセントを取付位置に合わせ、

天板の下からボルトにて取り付けて下さい。No.2000デスクユニット

No.6000デスクユニット

コンセント

１ コンセント取付位置 ２ コンセント取付方法

 注意　時々点検して、ボルトがゆるんでいる場合は

       締め直して下さい。

　　　

コンセントは､①～③の位置に取り付けることができます。

コンセントは､①又は②の位置に取り付けることができます。

No.2000デスクユニット No.6000デスクユニット

外側の穴を使用 内側の穴を使用

No.8000コンセント⑥

ボルト

コンセント

天板

コンセントは①～③の位置に取付

コンセント

天板サイズ（100x60）

前 前

コンセントは①～③の位置に取付
天板サイズ（110x60）

コンセント

コンセントは①～③の位置に取付
天板サイズ（120x60）

前

コンセント

コンセントは①～③の位置に取付
天板サイズ（135x60）

コンセント

前 前

コンセントは①～③の位置に取付
天板サイズ（150x60）

コンセント

コンセントは①～③の位置に取付
天板サイズ（180x60）

コンセント

注意  時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

２ 下図の様に、コンセントを取付位置に合わせ、天板の下からコンセント

   付属のボルトを使用し＋ドライバーにて取り付けて下さい。

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

ボルト

コンセント

天板

内側の穴を使用

１ コンセントは下図の位置に取り付けることができます。

コンセントは①～③の位置に取付

天板

コンセント

前

コンセント

天板サイズ（100x50）

コンセントは①の位置に取付

天板サイズ（75x50）

前 前

コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（110x50）

コンセント
コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（120x50）

前

コンセント
コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（135x50）

コンセント

前

前

天板サイズ（150x50）

コンセント

天板サイズ（180x50）

コンセント

天板

コンセント

前

コンセントは①の位置に取付

天板サイズ（75x60）

前

   ご購入の天板サイズの図の取付位置を参考にして下さい。

コンセントは①～③の位置に取付

コンセント

天板サイズ（100x60）

前 前

コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（110x60）

コンセント
コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（120x60）

前

コンセント
コンセントは①～③の位置に取付

天板サイズ（135x60）

コンセント

前

前

天板サイズ（150x60）

コンセント

天板サイズ（180x60）

コンセント

前

コンセントは①～③の位置に取付 コンセントは①～③の位置に取付

コンセントは①～③の位置に取付 コンセントは①～③の位置に取付

コンセント

前

（※天板幅７５㎝は②の位置のみ取り付けることができます。）

シール
天板

脚

ボルト

コンセント

天板

№6000デスクユニット

ジョイントパーツ使用方法
部品明細

部　品 数

ジョイントパーツ小

組立方法

１

１

ジョイントパーツ大

脚の取付位置（上から見た図）

１ 脚を上図のように天板に取り付けて下さい。

２ 上図のようにＬ型にセットして下さい。

 ※この時、上図の　あたりを上から押すとデスクが倒れて危険です。ジョイントパーツ

   の取付けが完成するまで手をついたり､物を置かないで下さい。

３ ジョイントパーツ大・小を上図のように天板の下からボルトにて取り付けて完成です。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

このジョイントパーツ大・小は、デスクユニットをＬ型に組む場合に使用します。

ボルト 6

天板

ジョイントパーツ大

脚

ジョイントパーツ小
※取付けが完成する前に

　上から押すと

　デスクが転倒します。

脚脚

脚

天板

ジョイントパーツ大

脚

脚

脚

脚

シール

シール

No.6000ジョイントパーツ①

天板

ボルト

天板

 組立説明書
１ 上引出しを外す

上引出し

上引出しは左図のように、引出しをいっぱいまで

手前に引き、レールの黒いレバーを内側に押しながら、

引出しを手前に引けば外れます。

２ 天板を連結する
天板をのせ、取付穴を天板のナットに

合せてボルト４本を使用して六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。

天板２枚の連結方法
下図のように、取付穴を天板のナットに

合せてボルト４本を使用して六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。

ナット

３ 引出しを差し込む

４ 取扱注意事項
移動する際、固定袖を連結した状態で持ち上げたり、

引きずったりすると破損しますので、注意して下さい。

上引出しを差し込む時は、

左右のレールに合わせ

奥まで強く押し込んで下さい。

No.6000固定袖①

上引出し

ナット

ボルトボルト

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

４ 引出しを差し込む

１ 上引出しを外す

移動袖の上引出しは左図のように、引出しをいっぱい

まで手前に引き、レールの黒いレバーを内側に押しな

がら、引出しを手前に引けば外れます。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

２ 天板を移動袖上面に取り付ける場合

上引出し

No.6000移動袖天板①

上引出し
上引出しを差し込む時は、

左右のレールに合わせ

奥まで強く押し込んで下さい。

 組立説明書

ボルト

１ 移動袖上面のキャップ４ヶを

　 取り外して下さい。

キャップ

移動袖

２ 天板をのせ、取付穴を天板のナットに

   合せてボルト４本を使用して六角レンチ

   にて締めて組み立てて下さい。

天板

移動袖

天板

天板

天板 天板

取付穴 取付穴

ナット
ナット

ナット

取付穴

移動袖

天板

ボルト

ナット

取付穴

移動袖

キャップ

２ 取付穴を天板のナットに合せて

　 ボルト２本を使用して六角レンチ

   にて締めて組み立てて下さい。

１ 移動袖裏面のキャップ２ヶを

　 取り外して下さい。

３ 天板を移動袖裏面に取り付ける場合

裏面

移動袖

引出し取付は下図のナット位置を参考にして下さい

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

No.6000引出し（W55）①

移動袖

 組立説明書 引出し取付方法

２ 左図の様に、脚の金具を天板

   のナットに合わせて連結用ボ

   ルトとワッシャーを使用して

   六角レンチにて締めて組み立

   てて下さい。

３ デスクを起こして完成です。

１ 天板を布団等の柔らかい物を

　 敷いた床に、ナットが埋め込

   んである面を上にして置いて

   下さい。

ナット
天板

脚の金具

六角レンチ

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

ボルト

シール

引出し

ナット

天板

中心取付位置

左取付位置

右取付位置
引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（110）

引出しは中心のみ取付可能
天板サイズ（95）

右取付位置

中心取付位置

左取付位置

天板サイズ（100）
引出しは中心のみ取付可能

中心取付位置

中心取付位置

天板サイズ（120）
引出しは左・中心・右取付可能

右取付位置

中心取付位置

左取付位置

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（135）

天板サイズ（150）
引出しは左・中心・右取付可能

天板サイズ（180）
引出しは左・中心・右取付可能

右取付位置

右取付位置

右取付位置

中心取付位置

中心取付位置

中心取付位置

左取付位置

左取付位置

左取付位置

△の中のナットを使用

○の中のナットを使用

□の中のナットを使用

○の中のナットを使用

○の中のナットを使用 ○の中のナットを使用 ○の中のナットを使用

○の中のナットを使用

○の中のナットを使用

□の中のナットを使用 □の中のナットを使用

□の中のナットを使用

□の中のナットを使用

△の中のナットを使用 △の中のナットを使用

△の中のナットを使用

△の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（120）

No.6000引出し（W39）①

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

引出しは左・中心・右取付可能

引出し取付は下図のナット位置を参考にして下さい

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

ナット

ボルト

シール

引出し

天板

天板サイズ（95）

天板サイズ（110）

引出し取付方法 組立説明書

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（135）

天板サイズ（150）
引出しは左・中心・右取付可能

中心取付位置

中心取付位置
○の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

引出しは中心のみ取付可能
天板サイズ（75）

引出しは左・中心・右取付可能

○の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

中心取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

中心取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

□の中のナットを使用

左取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

左取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

中心取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（120）

天板サイズ（110）
引出しは左・中心・右取付可能

左取付位置
□の中のナットを使用

天板サイズ（100）
引出しは左・中心・右取付可能

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（95）

天板サイズ（75）
引出しは中心のみ取付可能

中心取付位置
○の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

△の中のナットを使用

右取付位置

中心取付位置
○の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（180）

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（150）

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（135）

○の中のナットを使用

中心取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置

中心取付位置
○の中のナットを使用○の中のナットを使用

中心取付位置

左取付位置
□の中のナットを使用

天板サイズ（180）
引出しは左・中心・右取付可能

△の中のナットを使用

右取付位置

中心取付位置
○の中のナットを使用

△の中のナットを使用

天板サイズ（100）
引出しは左・中心・右取付可能

○の中のナットを使用

中心取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取付できます。

＋ドライバーにて、同梱のボルトで３ヶ所を固定して下さい。

No.60バックパネル①

２ 可動仕切板取り外し方法１ バックパネル取付方法

 バックパネル組立説明書

同梱のボルト

左側
右側

可動仕切板

１ 天板を布団等の柔らかい物を

　 敷いた床に、ナットが埋め込

   んである面を上にして置いて

   下さい。

連結用ボルト

六角レンチ

完成図

脚の金具

天板

３ デスクを起こして完成です。

ワッシャー

２ 左図の様に、脚の金具を天板

   のナットに合わせて連結用ボ

   ルトとワッシャーを使用して

   六角レンチにて締めて組み立

   てて下さい。

ナット

注意  ・天板２枚をＬ型に組み立てる場合は、別売のジョイントパーツが必要です。

　　　・時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

天板

No.6000デスクユニット①

脚

シール

脚

天板

天板

シール

脚

脚は内側にも取り付けできます

前方

前方

前方

脚

脚

脚

天板サイズ（95）～（110）

天板サイズ（120）～（180）

シール

脚取付方法

 組立説明書（№6000デスクユニット）

脚取付位置は下図を参考にして下さい

天板サイズ（75）

 バックパネル

デスクユニット

（脚に入れる）

ジョイントパーツ

固定袖

移動袖天板

引出し

6000引出し（W66）

6000引出し（W49）

コンセント(8000)

書棚
２ 仕切板の取付方法

１ 裏板の移動方法

 組立説明書

No.6000書棚①

３ 別売りのジョイントパーツご購入の方へ

仕切板

別売りの№6000ジョイントパーツを使用し、

№6000デスクユニットと連結することができます。

（但し天板サイズ(75)は、連結できません）

デスク天板

書棚

１ 脚を上図のようにデスク天板に取り付けて下さい。

　 ※書棚側の脚は、後側に取り付けて下さい。

２ 上図のようにデスクと書棚をセットして下さい。

 ※この時、上図の　あたりを上から押すとデスクが倒れて危険です。ジョイントパーツ

   の取付けが完成するまで手をついたり､物を置かないで下さい。

３ ジョイントパーツ大・小を上図のように天板の下からボルト６本で取り付けて完成です。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

シール

ジョイントパーツ小

ジョイントパーツ大ジョイントパーツ大

ボルト

※取付けが完成する前に

　上から押すとデスクが転倒し危険です

裏板は、反対側に設置することができます。

１ 裏板を、上に持ち上げて、取り外して下さい。

２ 左右の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。

３ 金具を反対側の穴に合わせて差し込み、

　 裏板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。

デスク天板

脚

金具

裏板

金具

溝 裏板

脚

※後側に取付

後

後

Ａ(3杯袖)

移動する際、固定袖を連結した状態で持ち上げたり、引きずったりすると破損しますので、注意して下さい。

２ 取扱注意事項

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

ナット

天板２枚の連結方法
下図のように、取付穴を天板のナットに合せて

ボルト４本を使用して、六角レンチにて締めて組み立てて下さい。

１ 天板を連結する

天板

取付穴

ボルト

ナット

天板

ボルト

取付穴

ナット

天板

ナット

No.6000固定袖Ｂ①

 組立説明書

Ｂ(2杯袖)

右取付位置右取付位置右取付位置

引出しは左・中心・右取付可能

左取付位置
□の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

□の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

左取付位置

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（110）

中心取付位置
○の中のナットを使用

△の中のナットを使用

右取付位置

左取付位置
□の中のナットを使用

△の中のナットを使用

右取付位置

左取付位置
□の中のナットを使用

○の中のナットを使用

中心取付位置

天板サイズ（120）
引出しは左・中心・右取付可能

△の中のナットを使用

□の中のナットを使用

左取付位置

△の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

天板サイズ（180）

△の中のナットを使用

△の中のナットを使用

No.6000引出し（W49）①

○の中のナットを使用

中心取付位置

中心取付位置
○の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

右取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（150）

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（135）

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（120）

ボルト

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（95）

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は

　　　 締め直して下さい。

　　　

引出し取付は下図のナット位置を参考にして下さい

 組立説明書

引出し

引出しは中心のみ取付可能
天板サイズ（75）

ナット

シール

引出し取付方法

引出しは中心のみ取付可能
天板サイズ（100）

○の中のナットを使用

中心取付位置

○の中のナットを使用

中心取付位置

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（100）

天板

左取付位置
□の中のナットを使用

○の中のナットを使用

中心取付位置

□の中のナットを使用

○の中のナットを使用

中心取付位置

左取付位置

△の中のナットを使用

右取付位置

左取付位置
□の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（180）

□の中のナットを使用

左取付位置

引出し取付は下図のナット位置を参考にして下さい
天板サイズ（110）

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（95）
引出しは中心のみ取付可能

 組立説明書

引出し

ナット

シール

引出し取付方法

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

天板

△の中のナットを使用

右取付位置

ボルト

天板サイズ（150）
引出しは左・中心・右取付可能

□の中のナットを使用

左取付位置

天板サイズ（135）
引出しは左・中心・右取付可能

△の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置

No.6000引出し（W66）①

○の中のナットを使用

中心取付位置

△の中のナットを使用

右取付位置

△の中のナットを使用

△の中のナットを使用

右取付位置

右取付位置

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

引出し

天板
シール

ナット

ボルト１ No.6000デスクユニットに取り付ける場合

２ No.4000デスクユニットに取り付ける場合

○の中のナットを使用

中心取付位置中心取付位置
○の中のナットを使用

○の中のナットを使用

中心取付位置

△の中のナットを使用

右取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置左取付位置
□の中のナットを使用

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

※裏面もあります

○の中のナットを使用

中心取付位置

□の中のナットを使用

左取付位置

右取付位置
△の中のナットを使用

天板をのせ、取付穴を天板のナットに合せて

ボルト４本を使用して、六角レンチにて締めて組み立てて下さい。

天板

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（90）

引出し取付は下図のナット位置を参考にして下さい

天板サイズ（100）
引出しは左・中心・右取付可能

天板サイズ（110）
引出しは左・中心・右取付可能

天板サイズ（120）
引出しは左・中心・右取付可能

引出し

ナット

シール
天板

ボルト

中心取付位置
○の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能

左取付位置
□の中のナットを使用

天板サイズ（120）
引出しは左・中心・右取付可能

右取付位置
△の中のナットを使用

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた

   床に、ナットが埋め込んである面を

   上にして置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

   合わせてボルトを使用して＋ドライバー

   にて締めて組み立てて下さい。

ボルト

天板

中心取付位置
○の中のナットを使用

左取付位置
□の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

中心取付位置
○の中のナットを使用

引出しは左・中心・右取付可能
天板サイズ（135）

左取付位置
□の中のナットを使用

右取付位置
△の中のナットを使用

２ No.4000デスクユニットに取り付ける場合

引出し

ボルト

ナット

シール

引出し

天板

ボルト

 組立説明書
１ 天板を連結する
天板をのせ、取付穴を天板のナットに合せて

ボルト４本を使用して、六角レンチにて締めて組み立てて下さい。

ボルト

天板

ナット

取付穴

天板

ナット

天板

ナット

取付穴

ボルト

天板２枚の連結方法
下図のように、取付穴を天板のナットに合せて

ボルト４本を使用して、六角レンチにて締めて組み立てて下さい。

天板

ナット

移動する際、固定袖を連結した状態で持ち上げたり、引きずったりすると破損しますので、注意して下さい。

２ 取扱注意事項

No.6000固定袖Ｂ①

右側

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

１ バックパネル取付方法

バックパネルは、デスク背面の右側または左側のいずれかに取付けできます。

デスクに同梱している六角レンチを使用し、バックパネルに同梱のボルトで

３ヶ所を固定して下さい。

左側

バックパネルに

同梱のボルト

 バックパネル組立説明書

No.60バックパネル②

２ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

天板に同梱の

六角レンチ

 注意　時々点検して、ボルトがゆるんでいる場合は

       締め直して下さい。

　　　

天板

シール

前

脚

No.8000コンセント⑧

No.2000デスクユニット

２ コンセント取付方法
コンセントを取付位置に合わせ、天板の下から

付属のボルトを同梱の六角レンチにて取り付けて下さい。

１ コンセント取付位置

（※天板幅７５㎝は②の位置のみ取り付けることができます。）

コンセントは､①又は②の位置に取り付けることができます。

コンセントは､①～③の位置に取り付けることができます。

No.6000デスクユニット

No.2000デスクユニット

コンセント

天板

コンセント

脚

組立説明書

内側の穴を使用
No.6000デスクユニット

天板

コンセント

ボルト

外側の穴を使用

・上記のデスクに取り付ける場合は、付属のナットは使用しません。

・上記以外のデスクに取り付ける場合は、

　各々のデスクに付属している組立説明書をご確認下さい。

　（付属のナットは使用するデスクと、使用しないデスクがあります）ボルト

付属のナット

六角レンチ

ラック脚

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

天板

ボルト

天板をのせ、取付穴を天板のナットに

合せてボルト４本を使用して六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。

２ 天板を連結する

上引出し

ナット

取付穴

天板

 組立説明書
１ 上引出しを外す

ナット

ボルト

ナット

天板

No.6000固定袖Ａ①

上引出しを差し込む時は、

左右のレールに合わせ

奥まで強く押し込んで下さい。

上引出しは左図のように、引出しをいっぱいまで

手前に引き、レールの黒いレバーを内側に押しながら、

引出しを手前に引けば外れます。

天板２枚の連結方法
下図のように、取付穴を天板のナットに

合せてボルト４本を使用して六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。 天板

ナット

取付穴

移動する際、固定袖を連結した状態で持ち上げたり、

引きずったりすると破損しますので、注意して下さい。

４ 取扱注意事項

上引出し

３ 引出しを差し込む

IJCADで文字情報更新済

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

 組立説明書
1 天板を連結する

No.6000ラック脚①

天板をのせ、取付穴を天板のナットに合わせて

ボルト４本を使用して、六角レンチにて締めて組み立てて下さい。

ボルト

天板

ナット

取付穴

天板

ナット

ラック脚を右側に取り付ける場合

使用する
取付穴

ラック脚を左側に取り付ける場合

ボルト

天板

ナット

取付穴

ナット

使用する
取付穴

天板

2 取扱注意事項
移動する際、ラック脚を連結した状態で持ち上げたり、引きずったりすると破損しますので注意して下さい。

自由棚を縦や横に差し込むことによって、

仕切板や棚板として使用することができます。

3 自由棚の移動方法

自由棚

棚受金具

シャクリ部

自由棚を下部シャクリ部分に手を入れ

持ち上げて取り外して下さい。

棚板として設置されている場合は、

手前に引いて取り外して下さい。

①

左右の棚受金具を内側に引っ張って

取り外して下さい。
②

仕切板としてご使用の場合 棚板としてご使用の場合

取付可能位置取付位置

棚受金具を下図を参考に設置したい位置に合わせて差し込み、

自由棚の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。
③

溝

ご使用されない場合

溝

取付位置

下図の位置に自由棚を収納して下さい。


